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農林水産省が平成25（2013）年から進めている「農業女子プロジェクト」1（以下「プロジェ
クト」という。）では、女性農業者の知恵を様々な企業の技術等と結びつけ、新たな商品やサー
ビスの開発を行い、社会での女性農業者の存在感を高め、職業としての「農業」を選択する若
手女性の増加を図ることを目的としています。取組の一つとして、企業・教育機関と連携した
食育イベントや農作業体験等を実施しています。

令和元（2019）年8月
31日（やさいの日）には、
アミューズメント企業と連
携し、日頃農業に触れる機
会の少ない都心部に住む未
就学児を対象に、農業女子
プロジェクトメンバー（以
下「メンバー」という。）に
よる野菜クイズや収穫体験、
野菜ブーケ作り等を行う「831 やさいフェスタ」を開催しました。子供たちは、ピーマンの
収穫を体験するとともに、クイズを通して、種から実になり、食卓に届くまでには様々な人が
関わっていることを学びました。また、ピーマン、ニンジン等を使った野菜ブーケ教室で、野
菜の種類や切る前の形を見て触れて楽しく学びました。

さらに、同年10月には、プロジェクトに参画している
大学生と調理家電メーカーが連携して、「若者にご飯を食
べる習慣を身につけてもらうために、仲間と作った美

お
味
い

しいお米を食べたらどうか？」というアイデアから生ま
れたイベント「ライスマイル極うま炊飯」を開催しまし
た。その中では、メンバーが育てた「4品種の米の食べ
比べ」等を行い、参加者に、品種によって米に味の違い
があることを学ぶ機会を提供しました。メンバーにとって、食育イベント等は消費者の意見を
直接聞くことができるため、消費者ニーズを把握できる良い機会となっています。

そのほか、プロジェクトのミッションの一つである「若い女性の職業選択肢に「農業」を加
える」ことを目的に、農業を志す学生の発掘、動機付け及び意識の向上のため、高校生や大学
生を対象とした農作業体験等の取組も行っています。また、メンバーは毎年増加し、地域グ
ループを立ち上げるなど、全国各地で積極的に活動を展開しています。

女性農業者は、就農する前の職歴が多様で、また子育て世代も多いことから、そのスキルや
実体験を生かし、プロジェクトでは、農作業体験等を通じて、「食」と「農業」の大切さをよ
り多くの人に知ってもらい、次の世代に“つなぐ”取組を行っていきたいと考えています。

1　令和2（2020）年3月現在、全国で808人の女性農業者（農業女子メンバー）、33企業、7教育機関が
参画
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